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A Consideration of Educational Methods in 
the Field of “Expression” at Early Childhood Developmental Course
̶ Examples of exercises such as student collaboration modeling using information and 
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５） 食紅を混ぜた小麦粉に水を入れると色水にな
る。その際に「魔法をかけましょう。ちちん
ぷいぷい」という言葉を使うことがある。そ
れは子どもたちが水の色の変化を楽しめるよ
うにと保育者が声掛けをする時につかう言葉。
又、塩・のり・胡麻・枝豆・素麵等の素材を使
用した表現の工夫も見られ身近な環境から容易
に取り入れる工夫が見られた。
③  他学生との程よい距離感の中で自己の表現をす
る……オンライン上では学生側からカメラをオ
ンにすることはほぼ無いので、製作の段階で他
の影響を受けることは無く個々の個性的な作品
づくりの環境が保たれた。
④  オンライン上の自由な時間を活かす……つみか
さね言葉の作成は他の発想を受けて自分が繋ぐ
という手法をとる為、個々がしっかりと考える
ことのできるように時間を設定したのでじっく
りと取り組めた。
　オンライン環境の強みを活かし、更に各自が安
全にかつ楽しく演習に取り組める形を工夫した。
また保育実践の場では、小学校教育とは違い、幼
児期の遊びは環境に影響を受け絡み合い繰り返し
積み上げ又同時進行しながら進んでいく。それは
保育者の予想もつかない展開になることもしばし
ば起こる。この演習は設定された遊びではあるが、
遊びから遊びに発展していくことを学生が経験す
る内容とした。更にこの内容は実際の保育の場に
おいてもこのようにオンラインで家庭を結ぶこと
により家族や家族同士の繋がりを築く育児支援で
も活かせるものと考える。
　教師となる学生が領域「表現」を学ぶことは、
子どものありのままの表現を理解し援助する力の育
成することである。その為には教師として現場に出
る前に幼児期に体験した遊びをもう一度再確認・
再体験をし、表現そのものの楽しさや表現の幅の
広さを再確認することが大切である。オンライン上
であっても「遊び」を通して繋がることで自己を表
すことが出来、これによって子どもの表現を再体
験・理解することが出来る。又、顔の見えない日常
の関係性のない学生同士であっても、「遊び」を通
して関係が出来、一緒に表現することが出来てい
く。また、作品を通して他者の存在や個性を知るこ
とができた。そしてオンライン上であっても自己の
